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森 耕二郎



労
働
界
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
多
大
で
あ
っ
た
。

九
州
大
学
教
授

教
授
は
旧
和
三
十
年
二
月
を
も
つ
て
遠
暦
の
寿
を
迎
え
ら
れ
た
。
明
治
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日
に
滋
賀
県

甲
賀
郡
甲
賀
町
位
於
て
生
誕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
引
続

い
て
同
大
学
大
学
院
で
学
ば
れ
た
後
、
大
王
十
三
年
同
大
学
講
師
、
旧
和
三
年
に
は
九
州
帝
国
大
学
助
教
授
と

し
て
来
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
年
、
社
会
政
策
お
よ
び
工
業
政
策
の
研
究
の
た
め
ニ
ケ
年
に
わ
た

り
欧
米
に
留
学
さ
れ
、
帰
朝
の
後
、
旧
和
八
年
に
九
州
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
法
文
学

部
長
に
、
同
二
十
四
年
に
は
経
済
学
部
独
立
に
際
し
て
初
代
学
部
長
の
重
任
に
あ
た
ら
れ
た
。
同
二
十
七
年
に

は
九
州
大
学
産
業
労
働
研
究
所
長
に
就
任
さ
れ
た
。
学
会
に
お
い
て
は
、
日
本
学
術
会
議
会
員
と
し
て
、
ま
た

日
本
社
会
政
策
学
会
お
よ
び
経
済
政
策
学
界
に
お
い
て
寄
与
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
労
働
問
題
の
権
威
者
と
し
て

森

耕

二

郎

博

士



森
耕
一

郎
教
授
著
作
目
録



大

正

十

二

年

労

働

生

産

力

と

労

賃

◎

雑

誌

掲

載

論

文
書
（
編
著
を
含
む
）

リ
カ
ー
ド
価
値
論
の
研
究

労
賃
学
説
の
史
的
発
展

社

会

政

策

要

論

業

政

策

要

論

戦
時
社
会
政
策
（
上
）
（
新
経
済
体
制
叢
書

戦

後

の

社

会

問

題

lJ
カ
ー
ド
価
値
論
の
研
究
（
新
版
）

労
賃
学
説
の
史
的
発
展
（
新
版
）

社
会
政
策
要
論
（
増
訂
版
）

生
活
水
準
（
経
済
学
新
大
系

＞
）
（
編
著
）

第
五
冊
）

昭
和
二
十
四
年
十
一
月

昭
和
二
十
六
年
一
月

昭
和
二
十
四
年
一
月

昭
和
二
十
八
年
一
月

経
済
論
叢
第
十
七
巻
四
ー
五
号

河

出

書

房 社

労

働

文

化

社

本

評

論

新

社

日 研

進

昭
和
十
七
年
八
月

昭
和
二
十
一
年
九
月

西

日

本

新

聞

社

富

山

房

工

昭
和
十
一
年
九
月

巌

松

堂

書

店

昭
和
十
年
八
月

弘

文

堂

昭
和
三
年
四
月

弘

文

堂

◎

著

森
耕
二
郎
教
授
著
書
及
び
論
文
目
録

大
正
十
宜
年
二
月

岩

波

書

店



労

働

概

念

の

吟

味

高
・
低
労
賃
政
策
の
理
論

『
国
民
的
労
賃
』

昭

和

九

年

昭
、
和

年

大

正

＋

l
-
l

年

客
鍋
的
労
賃
論
の
史
的
発
展

マ

ル

ク

ス

の

労

賃

論

リ
カ
ー
ド
の
価
値
論
に
つ
い
て

大

正

十

四

年

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
労
働
価
値
法
則
の
妥
当
性
に
就
て

リ
カ
ー
ド
に
於
け
る
労
働
価
値
法
則
の
妥
当
性
に
就
て

大

正

十

五

年

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
労
賃
論

ナ
ミ
ュ
＝
ル
・
ベ
イ
l
J
I

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
の
労
賃
論
と
「
純
収
入
」

リ
カ
ー
ド
の
労
賃
論
と
マ
ル
ナ
ス
の
人
口
法
則

lJ
カ
ー
ド
の
労
働
階
級
将
来
観
と
功
利
主
義
哲
学

ー
労
賃
の
国
際
的
比
較
の
問
題

l

経
済
論
叢
第
二
十
三
巻
五
号

経
済
論
叢
第
二
十
一
二
巻
六
号

経
済
諭
業
第
二
十
巻
五
ー
六
号

経
済
論
叢
第
二
十
一
巻
ニ
ー
四
号

経
済
論
叢
第
十
八
巻
三
ー
四
号

経
済
論
叢
第
十
八
巻
五
ー
六
号

経
済
論
叢
第
十
九
巻
五
ー
六
号

経
済
論
叢
第
二
十
四
巻
一
号

経
済
論
叢
第
二
十
五
巻
二
号

経
済
論
叢
第
二
十
五
巻
四
号

経
済
学
研
究
第
四
巻
二
号

経
済
学
研
究
第
四
巻
三
号

経
済
学
研
究
第
四
巻
四
号



昭

和

二

十

四

年

賃
金
と
機
械
化

ー
ー
炭
坑
を
中
心
と
し
て
ー
ー
・

昭

和

二

十

二

年

低

賃

銀

克

服

の

途

賃
金
と
機
械
化

ー
炭
坑
を
中
心
と
し
て
1

昭

和

十

九

年

賃

銀

形

態

の

問

題

戦
時
最
低
賃
金
と
国
民
生
活
論

昭

和

二

十

年

昭

和

十

六

年

労
務
者
移
動
に
つ
い
て

労
務
者
移
動
問
題

ー
九
州
地
方
を
中
心
と
し
て
ー
ー

最
近
に
お
け
る
我
国
労
働
者
状
態

済

然

経

と

自

十

年

我
国
中
小
工
業
の
現
段
階
的
意
義

昭

和

十

一

年

昭

和

経
済
学
研
究
第
五
巻
二
号

経
済
学
研
究
第
六
巻
ニ
ー
三
号

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念
経
済
学
論
文
集
（
岩
波
書
店
）
所
収

社
会
事
業
研
究
第
二
十
九
巻
三
号

「
時
局
と
社
会
政
策
①
」
（
日
本
評
論
社
）
所
収

（
日
本
学
術
振
興
会
第
四
小
委
員
会
報
告
）

経
済
学
研
究
第
十
二
巻
二
号

経
済
学
研
究
第
十
三
巻
一
号

労
働
問
題
研
究
第
五
号

北
沢
新
次
郎
編
「
労
働
の
社
会
的
基
礎
」
（
雇
傭
問
題
研
究
会
）
所
収

九
州
産
労
時
報

N
o
.
4



適

度

人

口

論

批

判

絶
対
的
窮
乏
化
と
は

（
以
上
）

産
業
労
働
研
究
所
報
第
十
二
号

経
済
評
論
第
五
巻
九
号

年

昭

和

二

十

八

年

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
論

昭

和

三

十

年

日

本

人

口

過

剰

論

昭
和
―

l-+

九
州
大
学
経
済
学
部
三
十
周
年
記
念
論
文
集
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
所
収

蔽
業
労
働
研
究
所
報
第
六
号

昭

和

二

十

六

年

「
失
業
者
問
題
」
「
賃
金
学
説
」

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
「
経
済
学
小
辞
典
」

（
岩
波
書
店
）
項
目
分
担

わ
が
国
失
業
の
特
質

賃
金
と
イ
ン
フ
レ
独
占
物
価

高
橋
誠
一
郎
・
大
河
内
一
男
編
「
労
働
政
策
と
そ
の
背
景
」
労
働
評
論
昭
和
二
十
四
年
六
月
号

企

業

墜

備

と

失

業

（
日
本
経
済
新
聞
社
）
所
収

九
州
産
労
時
報

N
o
.
8




